
【事業概要】

（ 委員会運営については、業務の見直し等を行っていることから特段問題がないと思われる。

（
農地法の改正に基づく許認可業務の見直しや、委員会を円滑に遂行する為に議案の内容を見直
した。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

農地法に基づく許認可業務を行い、建議については3月市長へ提出した。 ）

農業委員会等に関する法律第1条（農業生産力の発展、農業経営の合理化）

市内農家（概ね200世帯）

法令業務（農地の権利移動の許認可や農地転用の業務等）、任意業務（農地の利用調整を中心とした地
域農業の振興を図る業務等）、意見の公表や建議等を毎月1回開催する農業委員会で諮る。

農業の新たな発展

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

法令業務、任意業務、建議等の業務を農業委員会へ諮った。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

農業基盤の確立 農業経営の安定

レベル1（柱） レベル2（施策）

いきいきとしたくらしを支える
まち（地域と経済）

実 施 義 務
■義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
□任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

農業委員会等に関する法律

担 当 部 農業委員会事務局 担 当 課 農政係 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

630事 務 事 業 名 農業委員会運営事務

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

法令業務、任意業務、建議等の業務を農業委員会へ諮る。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

當麻　光弘

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

委員会運営については、業務の見直し等を行っていることから特段問題がないと思われる。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 15,116,684 13,991,858 14,533,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 135.794 125.128 128.298

1,002,200 1,127,100 1,127,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

86,381.051 81,823.731 69,870.192

#DIV/0! #DIV/0!

82,200 181,100 181,000

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 920,000 946,000 946,000

16,118,884 15,118,958 15,660,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 2,760,000 2,670,000 2,550,000

一般職員工数(人/年) 0.300 0.300 0.300

0

決算額 13,358,884 12,448,958

2,760,000 2,670,000 2,550,000

99.34%98.93%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

13,358,884 12,448,958

当初予算額 13,504,000 12,532,000 13,110,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

会議の開催回数 回 目標値

成
果

会議出席者数 人

名称

説明

12 12 13

農業委員会を開催した回数 実績値 12 12

目標値 192 192 208

農業委員会に出席した人数 実績値 175 171

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　「農業委員会等に関する法律」に基づき委員会を運営していることから問題がないと思われる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

毎年、各業務実施後に見直しを行っていることから特段問題がないと思われる。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

當麻　光弘

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

農業生産力の発展、農業経営の合理化、農業の振興、農地保全による良好な環境形成 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

631事 務 事 業 名 農政事務

実 施 義 務
■義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
□任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

農業委員会等に関する法律

担 当 部 農業委員会事務局 担 当 課 農政係 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

農業基盤の確立 農業経営の安定

レベル1（柱） レベル2（施策）

いきいきとしたくらしを支える
まち（地域と経済）

農業生産力の発展、農業経営の合理化、農業の振興、農地保全による良好な環境形成

市内農家（概ね200世帯）

農地基本台帳整備、座談会の開催、農地利用状況調査、農業祭への協力等

農業の新たな発展

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

農業生産力の発展、農業経営の合理化、農業の振興、農地保全による良好な環境形成できた。

（ 毎年、各業務実施後に見直しを行っていることから特段問題がないと思われる。

（ 調査方法や座談会等の実施方法については毎年、業務の見直しを行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

農業祭の協力、農地利用状況調査等の各種調査、支部別座談会等を実施した。 ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

各種調査（農地基本台帳調査、選挙人名簿登載調査、農地利用状況調査等）や支部別座談会が適正に実施されていることか
ら特段問題がないと思われる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 170 169 169

座談会に出席した農家の人数 実績値 110 112

5 5 5

支部別に実施する座談会の回数 実績値 5 5指
標
１

活
動
量

支部別座談会開催回数 回 目標値

成
果

支部別座談会参加農家数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

13,358,884 12,448,958

当初予算額 13,504,000 12,532,000 13,110,000

決算額 13,358,884 12,448,958

2,760,000 2,670,000 2,550,000

99.34%98.93%

0

一般職員人件費 2,760,000 2,670,000 2,550,000

一般職員工数(人/年) 0.300 0.300 0.300

0

16,118,884 15,118,958 15,660,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

82,200 181,100 181,000

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 920,000 946,000 946,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

137,424.400 124,927.304 85,994.083

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 135.794 125.128 128.298

1,002,200 1,127,100 1,127,000

純支出額　C(A-B) 15,116,684 13,991,858 14,533,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

「農業委員会等に関する法律」により、東京都農業会議が業務を実施するための負担金を支出し
ているので、特段問題はないと思われる。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

當麻光弘

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

東京都農業会議では、毎年活動推進要領を定め、「生産緑地・相続税納税猶予制度の堅持と適
正執行」、「生産緑地の追加指定を推進」、「農業経営計画作成の推進」等に取り組んでいる。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

766事 務 事 業 名 東京都農業会議負担金事業

実 施 義 務
■義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
□任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

「農業委員会等に関する法律」第３章により農業会議が設置され、
第４４条により市が賛助員となり、負担金を支出する

担 当 部 農業委員会事務局 担 当 課 農業委員会事務局 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

農業基盤の確立 制度の改革

レベル1（柱） レベル2（施策）

いきいきとしたくらしを支える
まち（地域と経済）

「農業委員会等に関する法律第40条」により、農業及び農民に関し、意見を公表し、行政庁に建議し、又
はその諮問に応じて答申すること等を実施するため

東京都農業会議

東京都農業会議負担金298,000円を支払う。

農業の新たな発展

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

多くの活動推進要領の項目があり、概ね全ての項目に取り組んできたが、達成できた部分（生産
緑地の追加指定など）とできなかった部分（農業者年金の新規加入など）がある。

（ 毎年、東京都農業会議では事業内容の見直し等に取り組んでおり、特段問題はないと思われる。

（ 毎年、活動推進要領を作成し、事業内容を見直している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

生産緑地の追加指定の実施、認定農業者制度の推進・支援活動、農業経営支援活動など ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　「農業委員会等に関する法律」により、東京都農業会議が業務を実施するための負担金を支出しているので、特段問題はな
いと思われる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 55 55 55

東京都農業会議が行った、検討会、研修、研究会等の
開催回数

実績値 52 52

299000 298000 299000

支払った負担金の額 実績値 299000 298000指
標
１

活
動
量

東京都農業会議負担金 円 目標値

成
果

検討会、研修、研究会等の開催回数 回

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

299,000 298,000

当初予算額 299,000 298,000 299,000

決算額 299,000 298,000

4,600 4,450 4,250

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 4,600 4,450 4,250

一般職員工数(人/年) 0.001 0.001 0.001

0

303,600 302,450 303,250

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

5,838.462 5,816.346 5,513.636

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 2.727 2.705 2.677

0 0 0

純支出額　C(A-B) 303,600 302,450 303,250

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

北多摩地区農業委員会連合会規約に基づき理事会を開催し負担金を決め、支出していることか
ら特段問題がないと思われる。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

當麻　光弘

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

農業委員会相互の情報連絡、農業の改善向上に関する普及及び調査、農業委員及び関係職員
の研修等

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

767事 務 事 業 名 北多摩地区農業委員会連合会負担金事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

「北多摩地区農業委員会連合会規約」に基づき理事会を開催し連合会負担金に
ついて決め、会員市が負担する。

担 当 部 農業委員会事務局 担 当 課 農政係 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

農業基盤の確立 制度の改革

レベル1（柱） レベル2（施策）

いきいきとしたくらしを支える
まち（地域と経済）

農業委員の相互の連絡をはかり、「農業委員会等に関する法律」に定められた所掌事務の円滑適正な
運営を期することを目的とする。

北多摩地区農業委員会連合会

北多摩地区農業委員会連合会負担金45,000円を支払う。

農業の新たな発展

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

農業委員会相互の情報連絡、農業の改善向上に関する普及及び調査、農業委員及び関係職員
の研修等が実施され目標が達成された。

（
毎年、北多摩地区農業委員会連合会にて事業の見直し等を行っていることから特段問題がない
と思われる。

（ 毎年、北多摩地区農業委員会連合会規約に基づき会議を開催し見直しを行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

会議（通常総会、理事会、監事会、幹事会）、農業委員会活動の促進対策、農業委員会研修会の
開催、職員研究活動の支援、農業振興対策、講演会の開催等

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

北多摩地区農業委員会連合会規約に基づき開催される理事会で業務を実施するための負担金を支出しているので、特段問題
はないと思われる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 8 8 8

北多摩地区農業委員会連合会の会議の回数 実績値 8 8

45,000 45,000 45,000

支払った負担金の額 実績値 45,000 45,000指
標
１

活
動
量

北多摩地区農業委員会連合会負担金 円 目標値

成
果

会議の開催回数 回

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

45,000 45,000

当初予算額 45,000 45,000 45,000

決算額 45,000 45,000

4,600 4,450 4,250

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 4,600 4,450 4,250

一般職員工数(人/年) 0.001 0.001 0.001

0

49,600 49,450 49,250

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

6,200.000 6,181.250 6,156.250

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.446 0.442 0.435

0 0 0

純支出額　C(A-B) 49,600 49,450 49,250

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

北多摩地区農業委員会連合会の総会において、行き先や内容を決め、負担金を支出することか
ら特段問題がないと思われる。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

當麻　光弘

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

農業委員会相互の情報連絡、農業の改善向上に関する普及及び調査、農業委員及び関係職員
の研修等

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

768事 務 事 業 名 北多摩地区農業委員会連合会会長研修会負担金事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

北多摩地区農業委員会連合会規約

担 当 部 農業委員会事務局 担 当 課 農政係 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

農業基盤の確立 農業経営の安定

レベル1（柱） レベル2（施策）

いきいきとしたくらしを支える
まち（地域と経済）

農業委員の相互の連絡をはかり、「農業委員会等に関する法律」に定められた所掌事務の円滑適正な
運営を期することを目的とする。

北多摩地区内農業委員会長

農業委員会相互及び関係機関との緊密な連携を図るため、視察研修会を行う。

農業の新たな発展

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

会長研修会が実施された。

（
毎年、北多摩地区農業委員会連合会にて事業の見直し等を行っていることから特段問題がない
と思われる。

（ 毎年、北多摩地区農業委員会連合会規約に基づき会議を開催し見直しを行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

7月1日～2日、福島県郡山市の共同直売所や農業法人の視察及び地元農業委員会との情報交
換を研修会を通じて行った。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

北多摩地区農業委員会連合会規約に基づき開催される総会で研修会の負担金を支出しているので、特段問題はないと思われ
る。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 1 1 1

北多摩地区農業委員会連合会会長研修会を実施した
回数

実績値 1 1

76,000 76,000 76,000

支払った負担金の額 実績値 76,000 76,000指
標
１

活
動
量

北多摩地区農業委員会連合会会長研修会負担
金

円 目標値

成
果

北多摩地区農業委員会連合会会長研修会回数 回

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

76,000 76,000

当初予算額 76,000 76,000 76,000

決算額 76,000 76,000

4,600 4,450 4,250

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 4,600 4,450 4,250

一般職員工数(人/年) 0.001 0.001 0.001

0

80,600 80,450 80,250

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

80,600.000 80,450.000 80,250.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.724 0.719 0.708

0 0 0

純支出額　C(A-B) 80,600 80,450 80,250

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率


